
切　花　・　鉢　花　の　３　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　３月２日現在）　　　　　　　単位：千本、円／本

2021年 １，６６１ ６０
実 2022年 １，４５６ ６３

2023年 １，４８９ ６７
績 2024年 １，４２１ ５９

2025年 １，４８１ ４９

１，５０２ ５９

１，５００ ５０

概
　
要

2021年 １，８５４ ３７

実 2022年 １，８５４ ３７

2023年 １，４８８ ４１

績 2024年 １，３３０ ３１

2025年 １，０４２ ３７

１，５１４ ３７

１，１００ ３７

概
　
要

2021年 １，２９５ ５２

実 2022年 １，１７３ ５９

2023年 １，２９５ ５２

績 2024年 １，０８７ ６５

2025年 １，３７８ ４７

１，２４６ ５４

１，２５０ ５０

概
　
要

2021年 ２１６ ９３

実 2022年 １８０ １１９

2023年 ２１６ ９３

績 2024年 １９６ １１６

2025年 ２１０ １０１

２０４ １０４

２２０ １００

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、三重、沖縄からの入荷となる。中旬以降は彼岸需要もあり、M,S規格を中心に引

き合いも強まる見込み。上位等級は業務需要の動きで価格変動が大きくなる見込み。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2026年見通し

５ヵ年平均

2026年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入中心の入荷となる。国産は２月後半から出荷量が増加しており、前半もピン
ク中心に例年以上の出荷となる可能性がある。一方、輸入は入荷量が７割ほどとなる見込
み。２週以降は、春彼岸及び歓送迎会に向けた需要が期待される。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷となる。３月を通して生産状況は減少傾向となる。中旬頃からは彼岸需
要が高まるため、引き合いが強まる見込み。

５ヵ年平均

2026年見通し

2026年見通し

　和歌山、高知、熊本からの入荷となる。２月下旬から気温が高く推移したため、３月上
旬は出荷量が増加する見込み。
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単位：千本、円／本

2021年 ２６９ １８８
実 2022年 ２４２ １９０

2023年 ２６９ １８８
績 2024年 ２２６ ２１６

2025年 ２２７ １９２

２４７ １９４

２３０ ２００

概
　
要

2021年 ４２５ ７５

実 2022年 ３３７ １０８

2023年 ３３２ １１８

績 2024年 ３３７ １１１

2025年 ３１５ １２１

３４９ １０５

３２０ １２０

概
　
要

2021年 ７４８ １０７

実 2022年 ７８２ １１４

2023年 ７４８ １０８

績 2024年 ７１９ １２９

2025年 ７７０ ９９

７５３ １１１

７５０ １１０

概
　
要

2021年 １，５０９ ６４

実 2022年 １，４４１ ６７

2023年 １，５４７ ６５

績 2024年 １，４４０ ６７

2025年 １，３３９ ６５

１，４５５ ６６

１，４００ ６５

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

2026年見通し

　オリエンタルユリは高知、宮崎、埼玉、愛知からの入荷となる。作付面積自体が多くな
いため、動きの少ない入荷となる見込み。鉄砲ユリ及びＬＡユリは、いずれもやや少ない
入荷が見込まれる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2026年見通し

　愛知、岐阜、三重、輸入中心の入荷となる。２月中旬以降の気温上昇により、国産は前
半に出荷ピークを迎える品種もみられる。輸入は依然として前年の７～８割の入荷見込
み。全体としては、前年並の入荷が予想される。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2026年見通し

　ミモザ、アカシアについては前進傾向で、気温によっては出荷が終了してまう可能性が
あることから、国際デー(ミモザの日)に向けた入荷は少ない年となる見込み。桜やコデマ
リなどは例年どおりの出荷はあり、卒業式需要には対応できる見込み。全体的に花木類は
前進しているため、４月上旬は少なくなる可能性がある。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2026年見通し

　コチョウランは微増し、国内産地からの入荷が増えてくる見込み。カトレアは気温の上
昇に伴い、増加傾向にある。デンファレはソニア中心に増加し、オンシジウムも上位等級
が増加すると見込まれる。シンビジウムは国産中心に入荷する予定。
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　２月１8日現在）                単位：鉢、円／鉢

2021年 ４，３７５ ４２０

実 2022年 ５，６９３ ５０６

2023年 ７，８６９ ５１１

績 2024年 ３，３１７ ５９６

2025年 ５，０３１ ５７８

５，２５７ ５１８

５，０００ ５８０

概
　
要

2021年 ２８，６８４ ３，８７２

実 2022年 ２８，８３３ ４，２３６

2023年 ３５，６１１ ３，９７１

績 2024年 ３０，９８６ ３，５１４

2025年 ３２，５０７ ３，６１９

３１，３２４ ３，８３８

３２，０００ ３，６００

概
　
要

2021年 ６９，４５９ １９７

実 2022年 ５４，７９１ ２０６

2023年 ６４，６０５ ２１７

績 2024年 ４６，６２８ ２２６

2025年 ５１，０８２ ２２５

５７，２５８ ２０４

５１，０００ ２２５

概
　
要

フ
　
ァ
　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　入荷量は前年並と見込まれる。作付量は前年と大きな差がないため、横ばいで推移す
る見通しである。生産割合は５号から４号へ多少のシフトが見られるものの、相場への
影響は限定的と予想される。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（79.2％）、２位長
野（19.2％）、３位愛知（0.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2026年見通し

５ヵ年平均

2026年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は前年並と見込まれる。小鉢の３～４号が中心の出荷となり、５号以上につい
ては４月以降の入荷が多くなる見通しである。各種イベントにより需要が高まることが
見込まれるほか、３月は例年より気温が高い予報となっており、出荷が早まる可能性が
ある。価格については、前年秋以降の供給量減少により高値が続いており、この傾向の
まま、例年よりもやや高値で推移する見込みである。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（61.8％）、２位岐
阜（31.5％）、３位愛媛（4.7％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並と見込まれる。生産量についても、大輪・ミディともに需要期に向け
て前年並の見通しである。一方で、ミニタイプはやや減少する予測となっている。単価
については、全体として前年並で推移する見込みである。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（55.9％）、２位千
葉（9.4％）、３位静岡（5.4％）となっている。

５ヵ年平均

2026年見通し
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単位：鉢、円／鉢

2021年 ５６，６７７ ２７３

実 2022年 ４８，２４４ ２６４

2023年 ５７，６９６ ２７９

績 2024年 ４７，５７１ ３１４

2025年 ４９，６４３ ３０８

５１，９６６ ２８７

５０，０００ ３１０

概
　
要

2021年 ９５，０８２ ２２０

実 2022年 ８９，０５８ ２１７

2023年 ８８，８２５ ２０６

績 2024年 ６６，２８８ ２１７

2025年 ７４，０３２ ２０３

８２，６５７ ２１３

７４，０００ ２０３

概
　
要

2021年 １６，３６２ ６４３

実 2022年 １４，４５９ ６６１

2023年 １３，６１３ ７０９

績 2024年 １２，３５３ ６８４

2025年 １３，８０８ ６２９

１４，１１９ ６６４

１３，５００ ６３０

概
　
要

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

マ
　
ー
　
ガ
　
レ
　
ッ
　
ト

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヵ年平均

2026年見通し

　入荷量は前年より減少する見込み。出荷規格は４～６号が中心となり、全体として減
少傾向となる見込み。２月は気温こそ低いものの、日照量が多い場合には開花が進むた
め、入荷自体は順調となる見込み。ただし、２月から続く販売不振が解消されていない
場合には、相場は引き続き厳しい展開となる可能性がある。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（47.1％）、２位岡
山（20.4％）、３位高知（17.5％）となっている。

2026年見通し

　入荷量は前年並と見込まれる。生産は小鉢が微減となり、６号など大きいサイズは前
年よりも減少する見込み。価格が不安定になりやすいサイズから生産が減少する傾向は
やむを得ない面があるが、結果として相場の安定につながることが期待される。当月は
装飾などの需要が高まる時期であることから、４～５号サイズの引き合いが強くなる見
込み。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（30.2％）、２位静
岡（20.2％）、３位岐阜（12.8％）となっている。

2026年見通し

　入荷量は前年並と見込まれる。一部産地では生育の遅れが見られ、装飾需要に合わせ
た３月初旬から中旬の出荷については、４号～５号が品薄となる見通し。経理面の事情
から産地の設定価格が値上げされていることもあり、価格は例年より底堅く推移するも
のと見込まれる。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（22.2％）、２位香
川（17.6％）、３位埼玉（14.4％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均
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